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1　は　じ　め　に

岩手県におけるハトムギに関する試験は昭和55年から開

始し，これまでに有望品種として中里在来と徳田在来を選

定したが，昭和58年に中里在来に引き続き徳田在来も契約

栽培対象品種に認められたので，いままでの試験で知り得

た徳田在来の特性について報告する。

なお，この徳田在来は盛岡市郊外にある矢幅町徳田の藤

島氏が昭和15年以降今日まで栽培してきた品種であり，岩

手農試では昭和55年にこの種子の分譲を受け，以後試験を

行ってきたものである。

蓑1　本田生育と特性
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2　結果　の牡要

（1）本田生育と特性

徳田在来の出穂は中里在来よりも1～5日遅れ，成熟期

も4、7日遅れる。草丈は中里在来よりも長いが岡山在来

よりは短い。移植後の茎数の出方は中里在来よりも勝り，

穂揃いも良く，着粒数も多く確保されている。収量は中里

在来よりやや多収である。岡山在来は中里在来よりも成熟

期が24～30日ほど遅れる晩生であり，年による収量の変動

が大きい。

以上から岩手県に適する品種は中里在来と徳田在来と考

試 験 場 所
試 験

品 種 名
出 穂 期 成 熟 期 草　 丈 有 効 垂 数 殻 実 重 百 校 重 者 拉 致

年 次 （月 日 ） （月 日） （f椚） （本 ／ 正） （吻 ム ） （の （粒 ／／／征）

農 試 本 場

昭 56

中 里 在 来 8． 5 達 せ ず 1 34 ．7 56 ．3 16 ，8 1 1．5

12 ．5

2，7 3 8

岡 山　 〝 2 5 〝 川 9 ．5 8 4 ．4 2 ．2 －

徳 田　 〝 6 〝 13 6 ．5 5 9 ．3 3 7 ，2 4，4 9 2

昭 57

中 里 在 来 8． 6 10 ．1 3 18 2 ．9 69 ．6 3 7 ．7 10 ．9 3，9 6 0

岡 山　 〝 2 6 達 せ ず 2 16 ．7 94 ．7 7 ．4 8 ．5 2，4 13

徳 田　 〝 8 10 ．20 18 8 ．2 84 ．4 3 8 ．9 10 ．8 4 ，5 17

県 南 分 場

昭 56
中 里 在 来 7．2 5 9．3 0 18 4 ．0 56 ．6 2 6 ．5 10 ．0

岡 山　 〝 8．1 5 10 ．3 0 2 16 ，0 79 ．7 1 7．2 8 ．4

昭 57

中 里 在 来 7．3 1 10 ． 3 15 4 ．0 88 ．4 3 3．2 － －

岡 山　 〝 8．1 1 2 7 18 3 ．0 83 ．6 3 2 ．6
－

徳 田　 〝 5 7 16 6 ．0 9 1．2 36 ．0
－

注．本場：移植期　昭和56年5月20日，昭和57年5月26日
県南：移植期　昭和56年5月28日，昭和57年5月17日

えられ，ハトムギの成熟期と平年初霜日から水田移植栽培

可能地帯を示したのが図1である。

しかし，表2の作期に関する試験結果からは，移植期の

早限とされる平年平均気温15℃になる時期よりも遅れると

出穂や成熟期も遅れる傾向により，このため，栽培可能の

境界に位置する地帯では作期幅が狭く適期移植がより重要

である。

14．8株／ガ1本植え
9，古株／ガ　2本植え

（2）殻実の特性

徳田在来の殻の硬さは中里在来より軟らかいが，岡山在

来よりも硬くほぼ中間に位置する。粒は中里在来よりも小

さいが，殻実百粒重は中里在来並であろ。また，徳田在来

は中里在来よりも殻重が軽く，子実が重い傾向にあり子実

歩留りもやや高いがヱ重は軽い。この原因は徳田在来の殻

がやや長い棉円型をしておりヱ当たり粒数が少ないためで
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表2　作期に閑すろ試験（昭57）
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図1水田移植栽培可能地帯

義3　歳実の特性

試 移 出 成 成歩 草 有壁 着総 歳

験 丈 効数 拉致期 期 期 粒合 重

地 （月 日）（月 日）（月．日） （％） （爪） 本／／毎）粗／／征 （廃人 ）

本

場

5，26 8．8 10．20 76．0 194．4 79．9 4．398 39．5

6．2 8．11 達せず 56．8 176．6 68．1 4．246 24．1

6．11 8．16 〝 46．6 169．4 65．1 3，696 18．2

県
南

5．17 8．5 10． 7 70．0 166．0 91．2 － 36．0

6．4 8．9 ー 50．0 185．0 92．2 － 38．6

品種：徳田在来

ある。

（3）機械移植栽培

発芽勢・発芽率が悪いと機械移植した場合に欠株が多発

することから仁発芽率，出芽法に関する試験を行った。

その結果，浸潰時間が短ければ発芽率が悪く，80％以上

の発芽率を確保すろためには3～4日の浸清が必要であっ

た。また，徳田在来は中里在来よりも発芽勢・発芽率が劣

る傾向にあるが，3、4日浸漬することでこの差が小さく

なることが認められた。この原因は徳田在来は中里在来よ

品 種 名

殻 実

水 分

薇 ♂

硬 さ

節 の

大 き さ

重 量

比 率

殻 実

百 校 重

殻 実 の 内 訳 子 実

歩 留

殻 実

ヱ 重

ヱ 当 た

り拉 致

殻 の 大 きさ （m ） 子 実 の 大 きさ かm ）

殻 子 実
厚 さ 幅 長 さ 厚 さ 幅 長 さ（％） （吻 ） （m ） （％） 伊／100 粒）軌／1鵬 ） 100 粒 ） （％） （ダ化 ） （粒 ′ヱ）

中 里 在 来 12 ．2 2 ．8 7

6 ．1 以 上 5 0 ．9 13 ．9 5 5 ．74 8 ．2 1 5 8 ．9 4 9 7 ．7 3．5 6 8 5．25 6 ．1 7 10 ．2 4 ．0 8 5 ．0 5 5 ．5 5

6 ．1、 5 ．5 4 5 ．9 1 1．15 4 ．58 6 ．5 7 5 8 ．9 4 8 6 ．8 4 ，3 紬 4 ．9 0 5 ．9 1 9 ．3 3 ．5 2 4 ．96 5 ．42

5 ．5 以 下 3 ，2 8 ．70 3 ．53 5 ．17 5 9 ．4
－ － 4 ．7 2 5 ．2 2 8 ．6 3 ．5 0 4 ．30 5 ．0 8

平　 均 （10 0 ．0 ） 12 ．4 9 5．13 7 ．3 6 5 8 ．9 4 8 8 ．7 3 9 13 5 0 7 6 0 2 9 7 3 7 0 4 9 8 5 ．4 8

6 ．0 4

徳 田 在 来 12 ，4 2 ．3 2

6 ．1 以 上 3 8 ．1 14 ．3 1 5 ．5 1 8 ．8 0 6 1 ．5 4 6 0 ．5 3 ．2 1 8 5 ．3 4 6 ．2 4 1 1．3 4 ．0 2 5 ．1 1

6 ．1、 5 ，5 5 6 ．0 1 1．50 4 ．4 1 7 ．0 9 6 1 ．7 4 4 7 ．7 3 ．8 9 3 5 ．0 0 5 ．9 1 10 ．9 3 ．5 4 4 ．76 5 ．8 7

5 ．5 以 下 5 ．9 8 ．6 5 3 ．3 3 5 ．3 2 6 1 ．5
－ ー 4 ．5 0 5 ．0 0 10 ．4 3 ．1 9 4 ．0 9 5 ．8 5

平　 均 （10 0 ．0 ） 1 2 ．4 0 4 ．7 7 7 ．64 6 1．6 4 4 9 ．8 3 ，6 0 7 5 ．10 5 ．9 8 1 1．0 3 ．70 4 ．8 5 5 ．9 3

注．＊：殻の硬さは穀物硬度計で測定

りも水に浮く殻実が多く，吸水速度が遅いことが発芽率を　　　裏4　出芽法に関すろ試験
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める育苗管理で発芽率や良苗率が高まることが確認された。

3　ま　　と　　め

徳田在来は熟臥収量性からみて中里在来同様に岩手県

に適した品種と考えられるが，中里在来よりも発芽勢，発芽

率がやや弱いことから，機械移植や直播栽培をする場合に

は3～4日浸漬するなど発芽率を高める工夫が必要である。




